
稲田植物研究所開設記念砥峯高原採集会の記

シタの稲田氏で知られる、兵庫県羊歯植物誌の著者・
稲田叉男氏が、本年10月に神崎郡大河内町川上とし、う処
に植物研究所を開設されたロ
川上という処は、ノノ、ナショウブの群生地として知ら
とのみね

れる砥峯高原をはじめ、峯山高原、栃原高原、千町峠、
福知渓谷など橘州高原や播但国境の山々登山の根拠地
で、最近、ハイキングに、キャンプ場、スキー場と L て
訪ずれる人が多くなっている処であるつ
稲田氏の関所を記念して、砥峯高原で姫路支部主催、

室井緯博士・稲田氏指導の植物採集会が行なわれた。
1964年10月25日。
姫路駅 7時17分発の播但線にのり、寺前駅で下車。駅

前よりJ l 1 上行のバスに乗る。曇天であるがノ、イキンクの
客が多く、ノ: スはすく一杯となる。 9時10分、) 1 1上着。
終点のお寺に向って左側の道をゆくと、谷川をへだて
て稲田植物研究所の新しレ建物が見える O

荒田と立札の立ってレるスギ林の中で、講師の紹介、
今日のコースの説明があって、いよいよ採集開始だ。こ
こより砥峯までは 6 キロ、 1時間半の上りとある。
この荒田よりモミの木と呼ばれる水場までは大休スギ

の植林地となってし、る所が多く、道は先般の豪雨のため
非常にあれている。手入さえよければジープの上れる道
である。室井先生より、目につく植物について、レろい
ろ説明や観察の仕方について聞きながら登ってゆく。ア
ケボノソウ、オタカラコウ、ノコンギ夕、クロバナヒキ
オコ、ノ、ヨシノアザミ、 ρ ナタデ、ヤマシロギク、ヨツ
パヒヨドり、ベニパナホロギクなどの花が自につく O ま
た、マタタビの実、コマユミの実も目につく。シダとし
ては、ヒメワラビ、ヤマイヌワラビ、イヌワラビ、へヒ
ノネゴザなどがあり、水場の所にミヤマベニシダ、少し
上った所にミヤマイヌワラビがある。
右の斜面より川が流れてきて、左の谷へ落ち込んでし、
るこのあたりオオミゾソパが多L 、。ここをモミの木と呼
び、登山路唯一の水場である O

モミの木の地名のとおり、モ f ノキの大木がある。こ
れより上は雑木林が多くなる。左側は谷で、右側lは斜面
である c ヤマハンノキ、 トチノキ、ウリカエデ、シラ
キ、コパノミツパツツジ、イヌエンジュ、ウスギヨウラ
夕、ヨグソミネパリ、ホホノキ、アワブキ、クマシデ、
コシアブラ、ヤマボウ、ン、コハタウンボク、タムシノミ、
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アカシデ、葉の細長いテリハコナラ O ミズナラ、イヌブ
ナが出てくる。ヒカゲノカヅラもみられる。モミノキも
所々ある。
左側の谷へ大きくガレてし、る所から少し上ると道は

尾根道で平坦となる。途中、オノエヤナギが少しあった
が、治道のヤナギは全部ダイセンヤナギとのことであ
る。これから先に特に多い。ハウチワカエデ、シタキツ
ルウメモドキ、ヤマグワ、アマヅル。
スギの木は山の北斜面の湿気の多い所に植えられると

L  、われているが、ここから見える山々はその説のとお
り、北斜面は真黒にスギの木が植えられている。北斜面
以外の斜面や山頂近レ所は全然、植えられていなレ。
ヤ不フキザサの背が高くなってくる。その下、オオメ

ギボウ、ン、センブリが自につく。
スギ林をぬけると高原につく。眼前一面のススキ原の

ゆるやかな斜面が開ける、 11時30分。
砥峯高原は中央に池沼をもち、それに入り込む幾つかの
川が谷や湿地をつくる以外、ゆるやかな起伏をもっスス
キ原である。その下に次の植物が自につく。ウメノミチソ
ウ、 アレノノギ夕、 モリアザミ、 ヤマボチ夕、 リンド
ウ、 オオパギボウシ、 ヒメヨモギ、 ゴマナ、 コオニユ
リ、コウリンカ、ホクチアザミ、ホソバノヤマハハコ、
シロコプナグサ、 ミツパッチグリ。
その他、ヤマハギ、レンゲツツジ、タニウツギ、ネコ
ヤナギ、ヤマハンノキ、ヤネフキザサ等がススキ原の中
に目立つ。
混地では、タチコオカイゼキショウ、イトイヌノヒゲ、
ヒゲシノヘ ト夕、、ンメ、オオアプラカヤ、 ρ リイ、ホタノレ
イ、カリマタカヤ、アイパソウ、イタチハギ、サワヒヨ
ドリ、ノ ρ ナショウフ¥ コリヤナギ、チタケサ、ン、 ミズ
ギボウ、ン、ヤマイバラ、アケボノソウ、ヒメシダ、タユ
へコ¥ ミズコ‘ケなどが見られる。
特に中央の池沼に一面に生えてレるクログワイに麦角
がついてレるのが珍らしかった。その他ヒルムシロ、ア
カメナ、 ミソハギなど。
砥峯高原開拓小屋の前で昼食をとる。牧舎の前に集め
てある木にキクラゲがっし、ている。
昼食後、高原の植物を採集する。
ここより峯山高原へは尾根続きである O 峯山高原から

さらに雪彦山へゆくことが出来る。また、ここより流れ
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着く。こでまた料金、下りは我々の外 3人しかし、なカ i

ったが、我々 2人の荷物が大きし、からと荷物代を請求さ
れる J 交渉の結果 111日30円にするつ下りの料金200円也勺
IUに残った 3人分の採集品と自分の荷物をかつぎ、よ

たよたと 200mばかり離れた安房館にたとりつく。
荷物の整理、今日の採集品の整理、発送準備をしてゆ
っくり手足をのばす夜はとしゃ降り内
7月30日
採集11flの発送をしたのち、午前中は軌道に沿¥ " 5  kmば
かり蛍るーイタチガヤ、ホラシノブ、ヒカゲノカスラ、
ヘラゾ夕、コシダ、コブナグサ、ヌメリクサ、チトメク
サ、ササクサ、ササキビ、ススキ、モウセンゴケ、へコ
などが軌道沿いの掘り割りの崖に生えてL、る O

イタチカヤは水平な地面にはなく傾斜が 800 位のとこ
ろに生育してし、るのも面白し、。
へコ、の30cmば方、りの株を抑りとる。オオタニワタリ、
クリハラン、ヌカボシクリハラン. へラ、ンダ、ホンダウ
シタと相変らずシタが多L 二
午後は海岸にでる。珊瑚礁の侵蝕された海岸で、後方
にクロマ Y の林カ‘あり、クロマツの疎林にはヒトモトス
スキ、タンチ夕、ハイキヒカ: 混生してし、る。その前には
ネコノシ夕、ハマゴウ、コウライシバ、スナシバ、オニ
シパ、ケカモノハシなどか生える。珊瑚礁の割れ目の聞
にはコウライシメが点々とっき、黒一色の海岸にいろど
りをそえるこ

(ル下 p.85より)

タイドプーノレがあちこちにあり、その中にはシラヒゲ
ウニ、オキナプJ戸ニ、ショウジンガニが見える。色の鮮や
かなチョウチョウウオなどが泳くれ本州ではなかなか見
られないところだの磯採集を夕刻まで続けて旅館に帰
る。小杉谷より下山した 3人と合流、互に無事? を喜こ
ぶ。収穫物を見せあし¥ 整理や荷造りをする。
磯採集の時とったナガラメ 5011/11あまりを肴に乾杯、屋
久島最後の夜を痛飲し歓談する
7月31日
台風気味でうねりが大きし、υ 朝 B時半出帆の折田丸に

乗る。屋久島丸より小さし寄港地も多く時間がかか
る。それによく格れるD

鹿児島湾近くより IJ目| 出品が美くしし、姿を見せるコ 16日時
半鹿児島入港υ すく、駅へ、 17時半発大| 波行の急行城山号
に乗車、わりに混むも座席を確保で、きる。うとうととま
どろみながら一路神戸へとむかう。夢は次の採集地礼
文、利尻をたどる。
8月 1 日
13時神戸帰着、それぞれの採集品を抱え家路に向う。

この採集行を通じて雨にあったのは桜島と栗生より安
房に向うノミスの中で20分ばカ k り、それに石塚に泊った
晩、安房に泊った晩で、結局屋久島で採集r-I"には雨にあ
わずで本当に天候に恵まれた採集行であった。

:1:る川に沿って下れば、宍粟郡福知渓谷へ。途中合流す 15日寺40分川上発のパスにのる J ハイカーが多し、のでー
ナガソ |  

る川に沿って上れば、千町峠へゆく長常に出る。長曽か | 杯になる c しかし、長谷で殆んど皆おりてしまし、、寺前
I?Ll:JII上にもどる峠( ノ、タギリ越) もあるので、一巡出 !  まて来る人は殆んどなかった。
米る変化あるコースがとれる o ( 長曽ではキブネギクの |  稲田氏は川上に住み付近の柏物を調査されてし、るか、
大群自由が稲田氏等により発見されてし、る。早速ノレリデライヌワラビを発見されてL、る。ノレリデライ
どのコースをとろうかと相談したが、川とまで引き返 |  ヌワラビは名のとおり船越山瑠J禽寺で発見されたもので

すことにするこ iあるが、その後稲田氏により雪彦山ででも見つけられて
下り道は、モ: の木まで沼道をとるO 開拓小屋の機の I  ¥， 、る， 0 これで 3 カ所目の発見となった。木県内も詳 L

道を谷川に治って下る急斜面である。所々モ f ノキが残 |  くl凋査すればこのような新しレ発見は次々 Hiてくるもの
ってし、る程度で大木はなレ。ノ、パヤマボクチ、チドリノ i  と忠われる。
キ、 ミカエリソウ、ウワノミミソウ、へビノネゴザ。 I 今後の稲田氏の精進を祈り関所記念採集会記録を終え
モミの木の所で上って来た道と合う。皆胴乱が一杯に l るr

なったのか採集せず、どんどん下るだけだっ

稲田楠物研究所は、砥峯高原ロッジを併設し、宿泊設備を設けている。大勢行っても附近の民家を利用して受
入れることが: 1 : 来るとのことであるので、林間学校に、登山基地として、また植物採集に大いに利用されるよう
おすすめする
山をへだてた生野町栃原谷にも播州高原栃原ロッジがあり、経営者の西村公夫氏は昆虫・植物の研究家でもあ
るので砥峯高原ロッジと両方利用すれば、さらに多くの活用方法が考えられる。
詳細については、神| 崎郡大河内町川上、稲田植物研究所に照会願レたレ。
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